
教職課程センター公開研究会 

「ODA の黒子、開発コンサルタントという仕事～日本と開発途上国の間で～」 
  

日時：２００８年１月１１日（金）１８:１０～２０:１０ 

場所：慶應義塾大学三田キャンパス大学院校舎 1階313 教室 

講師：竹田真一郎氏（システム科学コンサルタンツ（株）） 
司会：藤本和久（教職課程センター） 

 

日本のODA。 

みなさんは、「ODA」と聞いてどんなキーワードが浮かびますか？おそらく、「国際協力」、「政府」、「血税」、「JICA」、「NGO」・・・ 

日本社会ではほとんど存在を知られていませんが、「開発コンサルタント」と呼ばれる民間企業も ODA事業で大きな役割を担っています。直接途上国

の現場に入り、現地の人と共に課題と向き合って発展を手助けし、国際社会における日本の信頼を高める役割も担っています。 

竹田氏には、ボリヴィア、アフガニスタン、モーリタニアなどの小中学校建設プロジェクトの経験を基に、日本のODAの仕組みや、日本に対する期待、

途上国現場の声、開発コンサルタントの仕事についてなどを、現地生活やハプニングを交えてお話して頂きます。 

                                              

参加自由・無料 

問い合わせ先： 

慶應義塾大学教職課程センター 

03-5427-1618 

HP; http://www.ttc.keio.ac.jp  

竹田真一郎氏の紹介 

1974 年アメリカ生まれ。日本大学大学院生産

工学研究科で修士号取得。システム科学コンサ

ルタンツ社入社後、モーリタニア等で小中学校

建設や数多くのJICAのプロジェクトに携わる。 

趣味はタップダンス。 


